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石　沢　　　進

　ミズワラビという羊歯植物に筆者が初めて出会ったの　　　いる（写真3・4）が、新発田、胎内、村上の各市など県

が、1976年に中頸城郡大潟町朝日池である。その後に出　　　北部では見ていない。

会ったのは、1982年に新潟東港の近くの北蒲原郡聖籠村　　　　また、本種の発生する条件も単純ではないようで、ある

網代浜の工事のため作られた湿地であった。　　　　　　　水田に一面に群生した所に次年度には、全く見られないこ

　採集記録を見ると、池上義信先生が新潟市近郊で1938　　　ともしばしばである。新津丘陵の金津の水田に2003年に

年坂井輪平島、1946年に女池、1948年に曽野木鳥屋野潟　　　始めて発見した（石沢　2004）が、次年度には僅かに生

などの標本が知られている（登坂裕一　1988）。羊歯植物　　　えており（石沢2005）、2005年にはその所は、一株も見

を研究していた牧野恭次氏の収集した標本で1956年新潟　　　れない。2006年には別の地域で発生したが、2007年には

市長潟、1963年新潟市小針のものが古く、次いで坪谷富　　　発見することができなかった。そして2008年には、2003

男氏が1976年に中頸城郡大潟町朝日池で採集している。　　　年発生地から少し離れた水田と約1km離れた水田（写真

上記以前では、中村正雄氏が1926年に佐渡ケ島の分布を　　　5）の2箇所に僅かに生育していた。同じ所に毎年発生す

記録している。いずれにしても20世紀中期以前頃には、　　　ることもあるが、その場合、休耕田を放任して置かないで、

県内至る所にはなかったとみられる。　　　　　　　　　　春先に田起しを行って、イネを植えない所であるという

　10数年前ころから、野外調査で水田をみる機会がある　　　（坂爪真理子氏談）。水田を田起しなど撹乱することにより、

と、ミズワラビに出会う頻度が高くなった。時には田圃一　　　同じ場所に連続して発生する可能性が高いようである。

面に群生している場に遭遇することが多くなった（写真1・

2）。ミズワラビに最初に出会った時期に、田圃を休耕に　　　　休耕田の存在は、単にミズワラビだけでなく、その他の

することはほとんどみられなかったが、農業政策で減反す　　　野生植物の復活に大きな影響を及ぼしていることが、知ら

るようになり、休耕田が増加するに伴ってミズワラビの生　　　れるようになり、絶滅危惧種の調査の際でも休耕田に足を

育範囲が拡大したように思われる。現在ミズワラビの生育　　　向ける機会が多くなってきている。

している範囲が、県内の海抜の低い平野部に広がっている　　　　最近では、休耕田と在来植物との関係をはっきりさせる

ようである。内陸の水田に休耕田もあるのに生育していな　　　ための調査が具体的に始まり、社会的にも関心が深まって

い理由は明らかでないが、休耕田が続くと生育範囲が拡大　　　きている。その動きは、以下に添付する新聞記事からも明

することが予想される。最近では、内陸の長岡市小国にも　　　らかである。

生育が確認されている（高橋　2008）。

　県内における分布の北限は、新潟東港聖籠町（登坂

1988）であり、少し南の福島潟周辺でも分布を確認して

写真1・2　ミズワラビの群生（旧西蒲原郡岩室村和納）［200310／3］　（縦と横の写真　2枚）
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休耕田に発生する絶滅危惧種

　　ミズワラビだけでなく、休耕田には、様々な植物が生えてくる。その中には絶滅危惧種が含まれてい

る植物もある。例えば、ミズアオイやタコノアシなどがあり、また、小型で目立たないマルハノサワトウ

ガラシ（写真6、14頁右上）、ミズマッバ、アブノメなどがある。このような植物も発生した場所に毎年出

るわけでなく、当年限りのことが多い。アブノメは、1997年旧西蒲原郡吉田町粟生津の休耕田にミズワラ

ビと共存して多くの個体が生育していたが、翌1998年には、他の草本が繁茂し、アブノメが消失したこと

を確認している（石沢　2000　吉田町町史研究）。従って、一時期に発生する草本類の保護には、一箇所の

休耕田だけで、存続させることが難しく、近接した位置に別の休耕田の存在が効果的であると考えられる。


